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 ‰)よりも安山岩，玄武岩，石灰岩の δ88Sr 値の方が低い値を
示すことが報告された2)。また，流紋岩や斑レイ岩など他の火成岩の δ88Sr 値から，分化が進んだ岩体
















線分析装置を用いて，主成分10元素(Fe, Mn, Ti, 
Ca, K, P, Si, Al, Mg, Na)，微量成分11元素(Th, Pb, 
Ba, Zr, Y, Sr, Rb, Zn, Co, Cr, V)に関して定量分析を
行った。SiO2含有量は74.7－77.5 wt.%と花崗岩




た。Srの放射起源同位体比(87Sr/86Sr)から，Rb-Sr全岩アイソクロン年代は71.6 ± 9.1 Maを示した(図1)。
Rb-Sr全岩アイソクロン年代と K-Ar黒雲母年代(72.7 ± 3.6 Ma)がほぼ一致することから，剣尾花崗岩は
固結後に熱的擾乱が無かったと考えられる。また，二つの年代測定法の閉止温度の差(Rb-Sr 法全岩：





みられた。また JB-1a(玄武岩)や JA-2(安山岩)の δ88Sr 値と比較すると，剣尾花崗岩の δ88Sr 値は有意に
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図 2 ノルム灰長石 (An) 量に対する δ88Sr値 
